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年次活動実績報告

研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

アーバン・ネクサス・ラボはベルモント・フォーラム国際共同研究「持続可能な都市化に向けた国際イニシアチブ

(SUGI)：食料（F）－水(W)－エネルギー(E)のネクサス」(SUGI―NEXUS)プロジェクト、「可動型ネクサス：デザイン

先導型都市食料・水・エネルギー管理のイノベーション」(M-NEX)の一環として，食料・水・エネルギーのネクサスを

通して，21世紀の 都市の持続可能性を研究するプラットフォームである．

2019年度では，

１）M―NEX Japanの研究フレームワークのもと、研究を推進した。

２）東京横浜都市圏の食料・エネルギー・水のネクサスの評価を試みた。

３）ICTによる計画支援手法を開発し、さわれるGISのプロトタイプを作った。

４）WISEリビングラボ/プロジェクトを推進し、住民ワークショップを開催した

その結果、

１）慶應義塾大学M-NEX，横浜市， 2019年12月8日、WISE Living Labにて、住民ワークショップを開催した。

２）東京都市大学とともに、二子玉川生態系サービス見える化プロジェクトを推進し、2019年12月22日に、住民ワーク

ショップを開催した。

３）アドソル日進株式会社との共同研究が進み，AR（拡張現実）SandboxシステムをもとにしたさわれるGISのプロト

タイプを完成し、WISE Living Labに実装した。

４）ORF2019にて企画セッション「食料・エネルギー・水のネクサスからSDGsを考える」(2019/11/20)を実施した．

獲得した関連資金、

１）JST国際共同研究事業「可動型ネクサス：都市食料・水・エネルギー管理のイノベーション（M-NEX)（640万円）

２）アドソル日進株式会社との共同研究「IoTとGISが融合した実験プラットフォーム」（260万）

３）三菱電機先端研究所「IoT/IoEを通した次世代GISの研究」（100万）

４）横浜市、「模型へのプロジェクションマッピング技術を活用した土地利用計画の検討手法の検証」（50万）

５）NTTデータ、「Geographic AIによる高精細小売立地モデルの構築・検証（117万円）
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